




A study of relationships between changes of characteristic traits and peak 
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ABSTRACT
　Using the same method previously used for the characteristic trait test（Y-G test）
and based on our previous reports, we investigated relationships between changes of 
characteristic traits in wrestlers just before a big competition（Emperor’s All-Japan 
Competition in 2010）and their peak performance. In particular, with regard to our 
present results of the investigation of relationships between changes in characteristic 
traits and peak performance, we focused  not only on changes of characteristic types 
but changes of individual characteristic traits. Based on the present results, we 
summarized as follows: 1）Most of the recent results have confirmed the previous 
results, that is, most wresters who have positively-changed characteristic traits 
before and after the competition  showedpeak performance; 2）in the present study, 
D-type and A-type are 39%, individually. The different types of characteristic traits 
of wrestlers have also confirmed previous reports. 3）However, as tested subjects 
were young wrestlers in the present study, relationships between individual peak 
performance and characteristic traits before and after competition were highly 
variable. Although we can not explain these variable relationships in details, this 
evidence may suggest a new tendency of characteristic traits in recent young 
wrestlers and may be an important factor in creating future study and training 
programs.
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図21　E-型を示したF120kg級K.M選手
滝山・和田・西口・嘉戸−26−
れは、緊張感の高まりが良い緊張感に変化してい
るものと推察される。このことは、高校チャンピ
オンを経験していることで心理的側面は充実して
いるものと考えられる。
Ⅳ　ま　と　め
平成 22年度天皇杯全日本レスリング選手権大
会に出場したＫ大学生８名、K大学・大学院生２
名、Ｋ大学OB１名、T大学生10名、高校生２名
の合計23名を対象にYG性格検査の結果から以下
の結果が得られた。
１）性格類型
Ｄ型９名（39％）、Ａ型９名（39％）、Ｅ型３名
（13％）、Ｂ型１名（4％）、Ｃ型１名（４％）の性
格類型であった。これらは先の報告を支持するも
のであり、Ａ型の急増や、Ｅ型の漸増も先の報告
の範疇に属していた。
２）情緒変化と競技成績との関係について
情緒変化がプラス要因に変化した G84kg 級
T,O, G66kg級Y,Oらは優勝し、他の選手らは好
成績をあげ、試合内容が良好であった。このこと
は、先の報告を支持する結果であった。情緒変化
がマイナス要因即ち、不安要素に変化した競技成
績に直接影響したケースは特に認められなかっ
た。今回は、対象者の年齢が若く、心理的側面も
さることながら、自身の競技力の未熟さがあり競
技成績に結びつかないケースが多かった。
今後の課題は、Ｄ型を示したT,S選手、Ａ型を
示したH,O選手らの試合後実施３回目（●）の情
緒変化に不安要素の出現については今後の研究課
題である。
謝　　辞
本研究は、体育学部付属体育研究所 2010年度
の研究助成によって実施した。
引用・参考文献
１） 小林晃光；スポーツマンの性格−性格からみた運
動競技上達への道−、杏林書院、1986
２） 花田啓一・他；スポーツマン的性格、不昧堂P83
～92、1968
３） 滝山將剛他；レスリング選手の性格特性（第Ⅰ報）
−試合前後の変化について−、国士舘大学体育研
究所、第５巻、P31～37、1979
４） 滝山將剛他；レスリング選手の性格特性（第5報）、
−第24回ソウルオリンピック大会の試合前後にお
ける情緒の変化と競技成績との関係−、国士舘大
学体育研究所報、P13～19、1988
５） 滝山將剛；レスリング選手の性格特性と試合前後
の性格情緒的変化と競技成績との関係、日本体育
協会スポーツ医・科学研究報告、P206～209、1991
６） 滝山將剛；レスリング選手の性格特性と試合前後
の情緒変化と競技成績との関係、日本体育協会医・
科学研究報告、P277～279、1992
７） 滝山將剛；レスリング選手の性格特性と試合前後
の情緒的変化との関係、日本体育協会医・科学研
究報告、NoⅡ競技力向上に関する研究、P259～
262、1994
８） 滝山將剛；レスリング選手の性格特性（第6報）；
−1993年度世界選手権大会及び、エスポアール世
界選手権大会における試合前後の情緒変化と競技
成績との関係−、日本体育協会スポーツ医・科学
研究報告、No Ⅱ競技力向上に関する研究報告、
P291～294、1995
９） 滝山將剛他；レスリング選手の性格特性（第7報）
第21回内閣総理大臣杯全日本大学レスリング選手
権大会における試合前後の情緒変化と試合成績と
の関係・優勝チームのK大学の場合、国士舘大学
体育研究所報Vo14、P11～14、1996
10） 滝山將剛他；レスリング選手の性格特性（第8法）
第23回内閣総理大臣杯全日本大学レスリング選手
権大会における試合前後の情緒変化とK大学の場
合、 国士舘大学体育研究所報、Vo16、P63～68、
1997
11） 滝山將剛；試合前後の情緒の変化と競技成績との
関係について、−2009箱根駅伝におけるK大学の
場合−、国士舘大学体育研究所報、P43～48、2009
12） 滝山將剛他；レスリング選手の性格特性試合前後
の情緒の変化と競技成績との関係　第9報−平成
21年度天皇杯全日本におけるK 大学生及び、大学
院生の場合−、国士舘大学体育学部研究所報V17、
P　～　P、2010
13） 辻岡美延；YG性格検査手引き、 日本心理テスト
研究所、1978
